
◆◇実験内容◇◆

ものが水に溶ける様子を観察しよう

◆◇実験手順と結果◇◆

■何に気付いてほしいか、どんな意識をもたせたいかによって使う教材が変わると思います

【食塩が沈降しながら溶けていき、底にはとけ残らない様子を見るのなら…】

・円筒状のペットボトルをつないだもので

・アクリルパイプを利用して（底にゴム栓でふたをする）

・傘袋を利用して

長くて筒状の透明な容器の方がいいと思いますが、１本のペットボトル

やトールビーカーでも見ることはできます。

（この場合、底に沈むがやがて見えなくなるという感じでしょうか）

※ 一度にたくさん入れずに、最初は１粒ずつ入れるといいと思います。

【シュリーレン現象(もやもやしながら溶けていく様子)を見るのなら…】

・お茶のパックやフィルターを利用して、

・茶こしを使って、ビーカーで

◆◇実験のポイント◇◆

☆ まず、粒の様子をじっくり観察してみましょう。（形や色、手触り等）

析出した時の粒に対する見方や考え方の一助になります。

また、売っているミョウバン（別名：硫酸カリウムアルミニウム十二

水和物）にも様々な形があります。粒の形状がある程度そろっているも

のの方がいいと思います。

☆ とけるってどんなことなのか、

氷が融ける（融解）、物が混ざる（混合）など、「とける」という言葉は

色々なところで使われています。

ここでは、溶けていく様子をじっくり観察し、表現させるといいのでは

と思います。きっと、子どもなりの色々な表現が表れるのではないでしょうか。

≪どのくらい溶けるのか実験するときには・・・≫
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実験をもち

こしてしまっ

たり、急な蒸

発を防いだり

す る た め に

は、時計皿、

ラップ、ホイ

ル等を使って

ふたを。

水を多くすると、

その分たくさんの食

塩やミョウバンが必

要になります。どれ

ぐらいの水の量で実

験するのかも考える

とよいと思います。

溶かす水の量はビーカーの

１／３程度で。（教科書１４１

ページでは、２００ｍＬビーカ

ーに５０ｍＬ

の水を入れている

写真が掲載され

ています。）



◆◇実験内容◇◆

水の温度ととける量について調べてみよう！

◆◇実験のポイント◇◆

■安全面に気をつけながら

◆◇実験の結果◇◆

≪その他、安全面にかかわって気をつけたいこと…ｅｔｃ≫

温かいお湯のみで温度を上

げるには、難しいです。実験用

ガスコンロで加熱、カップ麺の

容器で保温とすると時間短縮

ができます。

グラフ化することで、食塩と

ミョウバンの温度による溶け

方の違いがはっきりします。

「ふりこ」等他の単元でも

色々使っていくと便利さが実

感できます。

カップ麺の容器は底が白い

ため、溶けたかどうかの判断が

難しいです。底に黒い紙を一枚

敷くだけでも、見え方が変わり

ます。

やけど防止のた

め、調べる温度の上

限は６０℃とする

といいです。

また、温度を一定

に保ちながらもの

をとかすことは、な

かなか大変です。難

しい時は、溶け残り

が出た時の温度と

溶けた量を記録す

るという方法も考

えられます。

か き 混 ぜ

るためのガ

ラス棒は、破

損防止のた

めに先端に

ゴムをつけ

ておくと安

全です。

(温度計でか

き混ぜては

いけません

よ。)

小さじすりきり１杯は

食 塩 約５．９ｇ

ミョウバン約５．１ｇ

ただし、自分の学校にあるさ

じは約何ｇ量りとることがで

きるのか調べておくことも必

要です。

最後に…

水溶液の性質として、保存性・透

明性・均質性の３つが大切です。ま

た、保存性があるからこそ、溶かし

たり、取り出したりという可逆性も

生まれます。こうした性質を利

用した大きな結晶づく

りも楽しいです。

火を使う実

験の時は、基

本は椅子をし

まって立ちな

がら。また、

実験台の上は

整理整頓を心

が け ま し ょ

う。

冷めるとビー

カーの底に結晶

が析出すること

があります。そ

のまま加熱する

と危ないので、

固まったもの

は、崩してから

にしましょう。

加熱、蒸発させると

きは、液などが飛び散

ることがあるので、安

全メガネをつけて実

験を行いましょう。

プレパラートで蒸

発させるときは加熱

のし過ぎに注意を


